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（価格は税込、送料込み）

　創業60周年となる2006年度に営業利益率10%を目指すとの経営計画を掲げるソニー
は、中長期的視野に基づいた自主自立的経営を展開する中で、次世代のデジタル家電や
ゲーム機を見据え、基幹デバイスへの大規模投資を実施し、商品開発および設計業務の
効率化も進めるなど、中長期的な成長と収益向上に向けた基盤固めに努めている。
　本調査資料は、ソニーの事業概要、国内外の生産・販売体制、設備投資動向・計画、
購買戦略、研究開発状況等をみていくほか、コア事業である各ネットワークカンパニー
／ビジネスグループの組織体制と担当分野、生産体制、事業戦略を明らかにします。ま
た、グループ企業をはじめとする協力企業約４３０社の会社概要、ソニーグループとの
取引状況、資本・人事交流なども調査・報告します。貴社にて是非ご利用ください。

《 内 容 見 本 》「ソニーグループの実態2004年版」より

　　　  2006年度に営業利益率10％達成を目指すSONY！
抜本的な変革プラン「トランスフォーメーション60」を開始！

＜新生VAIOを発表＞
同社は、2004年5月にパソコンとしての機能をより強化すると共に、高次元のAＶ機能も付加した新生｢VAIO(10シ
リーズ52機種)｣を発表、順次発売していくことを明かにしている。デスクトップ型では、新開発のビデオプロセッサ
｢Motion Reality｣を搭載し、従来機ではできなかったテレビとしての高画質映像を実現、テレビ録画や高度なビデオ
編集、DVD作成など多彩な楽しみを集約した機種となっている。一方、ノートブックも同社が開発したオーディオ
用フルデジタルアンプ｢S-master｣を搭載するなど幅広いユーザ層に対応した機種をラインナップしている。
なお、VAIOをより楽しむためのツールとして、20GBのHDDを内蔵した｢VAIO pocket｣も発売、今後、VAIOと連動

する様々なネットワークAV機器を開発・商品化していき、VAIOの事業領域を拡大していく方針である。
＜VAIOに注文生産方式を導入＞
同社は、2003年9月からデスクトップパソコン｢VAIO｣の一部機種(RZシリーズ)に本格的な注文生産方式を導入して

いる。同方式は、ネット直販サイト｢ソニースタイル｣で受け付けており、主要部品の大半に複数の選択枠を設定し、
これらを自由に組み合わせることが可能となっている。店頭ルートに加え、注文生産方式による直販ルートの体制も
整えることで、幅広いユーザ層を取り込み、不振のパソコン事業を底上げしたいと考えている。

＜中国市場でVAIOを拡販＞
同社は、ソニーブランドを武器に｢VAIO｣の拡販に乗り出し、米国での販売体制を強化しているほか、これまで販

売実績の少なかった欧州や中南米では販売網を拡充しているが、高い経済成長で市場が拡大している中国にも本格進
出し、上海、北京、広州といった主要都市に｢ソニーデジタルショップ｣を開設するなど、今後とも主要都市をター
ゲットに店舗を拡大していくと共に、パソコンほかデジタル機器の品揃えを増やして需要を本格開拓していき、2005
年には同国での売上高を年間4,800億円まで拡大する方針である。

＜新手帳機能を初搭載したPDAを発売＞
同社は、2004年2月に手書き感覚での入力を実現した独自の新手帳機能(クリエ・オーガナイザ)を初搭載したPDA

｢PEG－TH55｣を発売している。このPEG－TH55は、デジタル手帳ならではの便利機能をさらに進化させると共に、
紙の手帳に手書きする感覚で予定や思いついたことを直接書き込める｢手書きメモ｣、画像・音声を記録することがで
きる｢ビジュアルメモ｣｢ボイスメモ｣といった新開発の手帳機能を初搭載、各機能ともワンタッチで素早く起動し、簡
単に記録できるのが最大の特徴となっている。また、本体背面にもジョグダイヤルを搭載し、ジョグダイヤルの周り
には左右ボタンやBACKボタンを備え、画面を見ながら選択・決定・キャンセルなどの操作が可能となっているほ
か、31万画素CCDカメラも搭載、デジタル2倍ズーム、ホワイトバランス、エフェクト、セルフタイマなどデジカメ
機能も充実させるなど、モバイルノートパソコンに近い機能を備えた次世代PDAとなっている。
＜PDA｢CLIE｣を営業支援端末として販売＞
同社は、PDA｢CLIE｣の用途拡大・販売増を睨み、2003年4月に国内販売統括会社である｢ソニーマーケティング｣に

専門の営業部隊(開発営業課)を設け、営業支援端末として営業活動を本格化している。ソフト開発・販売会社｢ソフ
トブレーン｣｢セールスフォース・ドットコム｣の営業支援ソフトを活用し、同社がこれらソフトをCLIE用に改良、

第Ⅱ－４表　ＩＴ＆モバイルソリューションズネットワークカンパニーの事業戦略⑴

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
／
周
辺
機
器

Ｐ
Ｄ
Ａ
・
そ
の
他
情
報
端
末

社会式株○○○○

会
社
概
要

］社　　本［ ○○市○○県川奈神　 1-7-1 〒　　　　　　 ○○○ - ○○○○ 　電　　　　 ○○○○ - ○○ - ○○○○
　］金本資［ 　9億 504,6 　　　　　円万 ］者表代［ 　 ○○○ 　 ○○ 　　　 ］員業従［ 　　 483 名　
］行銀引取［ ）京東（行銀道海北、）店本（行銀託信菱三、）店本（行銀菱三京東　
］品製要主［ ッチ膜薄、器抗抵クーワトッネプッチ、器抗抵クーワトッネーダラプッチ（器抗抵プッチ　

トッネ、）器抗抵定固膜被属金化酸（器抗抵ドッリソ、器抗抵膜被ンボーカ、）器抗抵プ　　　　　　　
　コクッミラセ、器抗抵膜被属金、器抗抵用圧電高級密精、器抗抵ズーュヒ、器抗抵クーワ　　　　　　　

売販・産生の品製連関膜厚、板基抗抵刷印度密高、路回積集成混、サンデン　　　　　　　
　］比成構［ 　器抗抵プッチ膜厚　 05 　器抗抵ドッリソ、％ 51 　％

販

売

体

制

］績　　　　業［
　　　　 2002 　　年 3 　期月 = 　　 001,11 ）円万百　－　　経（　円万百　
　　　　 3002 　　年 3 　期月 = 　　 001,11 ）円万百　－　　経（　円万百　

］先引取要主［

ーニソ、ーニソ）先入納（ SCME リアニジンエーニソ、陽太・ーニソ、ルカミケーニソ、
スイバデージナエーニソ、グン　　　　　 (約 )%01 約芝東、 %5 プールグ立日、 %2.1 富、

ンノヤキ、イレプスィデマズラプ立日通士　　　　　 %52.0 コリ、ーコリ北東、ーコリ、
スクニロトクレエロクイマーコリ、器計ー　　　　　 )%1( セ、ンョジシレプーコイセ、

、ツンメルツスンイーコイ　　　　　 IIS 、スエドンアーピ IIS ーコイセ、ノクテロクイマ
クッテォフンイ・イア　　　　　 )%20.0( 機算計オシカてじ通を業産栄協、 )%60.0( ャシ、

ムテスシグンリャチクァフュニマプーャシ、プー　　　　　 )%36.4( ォフムルイフ士富、
スクッロゼ士富鹿鈴、スクニト　　　　　 )%23.0( 　電菱三、機電洋三取鳥、機電洋三、

、機　　　　　 CEN 　機ムーホ機電菱三、子電シヨミ、ズムテスシルアュジビ機電菱三
通士富、プールグＣＥＮ、機信通洋東、ＣＥＮ、ムテスシ機特機電菱三、器　　　　　
丸、タクダンコンイァフ友住、工精海北、業工トイバーカ本日、品学化商化）先入仕（

クッミラセ和　　　　　

のへーニソ
品部入納

ーニソ、）木厚、浦芝、崎大（ータンセージロノクテ・ーニソ）納直（ SCME 小、田幸（
ワトッネプッチ－）宮一、津更木、茂加濃美、西湖、松浜、野長、厩千、川見　　　　
　ニソ、ルカミケーニソ、器抗抵ドッリソ、抵定固膜被属金化酸、器抗抵クー　　　　
ッネプッチ－スイバデ・ージナエーニソ、グンリアニジンエーニソ、陽太・ー　　　　

器抗抵ドッリソ、器抗抵ズーュヒ、抵定固膜被属金化酸、器抗抵クーワト　　　　
）外海（ )M(scinortcelEynoS 、 (ecnarFynoS 場工スザルア ) 　　　、湾台、アシーレマ、他

器抗抵種各－点拠等カリメア、ルーポガンシ　　　　

－Ⅳ第 1 （況状達調品部別名社のーニソ　表 4）

名業企 況　　　　状　　　　入　　　　納

業工洋三賀佐 「サンデンコ体固ミルア体導半機有ーニソてじ通を品部子電洋三）接間（ SO 」ンコ

成合光三 ンョシーテスイレプ「－茂加濃美・津更木ーニソ）納直（ 2 品部装外の」
）外海（ ()M(scinortcelEynoS アシーレマ )－ DC 品部用ーャジンェチ

密精洋三 浜・ンソンボ・ツクダロプルタジデ・葉千トンネーポンコ・田幸・東関北・津更木ーニソ
－ツクダロプトスャキドーロブ・松 CD ターモ

工機和三 －田幸ーニソ RTV 測計、品部連関アィデメ－スクニロトクテ・ーニソ、備設産生種各、品部
－ツクダロプトスャキドーロブ・松浜ーニソ、品部連関器 RTV ソ、品部連関器機送放、品部

－浪瑞・沢稲・ータンセージロノクテ木厚ーニ TRC 品部連関

所作製トンリプ和三 浜・田新中・クッテドンウサ・東関北・ンソンボ・田幸・津更木・宮一ーニソ、ーニソ
リプ－ワイア、ツクダロプトスャキドーロプ・ツクダロプルタジデ・グンリアニジンエ・松

板線配トン

子電ンズチシ シナ－タンイグンィデ－レト・ンソンボ・茂加濃美・田新中・津更木・田幸ーニソ）納直（
－ルナョ　　　　 DEL 　どな

）外海（ )M(scinortcelEynoS 、 )reopagniS(scinortcelEynoS 、 aeroKfoscinortcelEynoS －どな DEL
どな　　　　

シンケノナシ ターモ密精－スクッマ・松浜・田幸ーニソ

コルャジ 、タクネコ形丸、板クッャジ合複、クッャジンピ－－ニソ）納直（ FR チッイス
板クッャジ合複、クッャジンピ－　　　　

　　　　 yss'A 、タクネコ形丸、板クッャジ合複、クッャジンピ－津更木ーニソ、
タクネコ形丸、クッャジンピ－ンョシーケニミコドン　　　　

ンソンボ・ツクダロプトスャキドーロブ・葉千トンネーポ　　　　
ルナョシナータンイグンィデーレトーニソ、品部スレプ　　　　

）外海（ ecnarFynoS 地現外海、クッャジンピ－
てじ通を人　　　　 )reopagniS(scinortcelEynoS



〈　キ　リ　ト　リ　〉

役        職：
フルネームで
ご記入ください。印

〈ｅＩＲＣ行 オーダーフォーム〉 ◎弊社では見計いによる販売も行っております。通信欄に必要事項をご記入ください。

会   社   名：

住          所：〒

電          話：

購 入 部 課：

担当者（氏名）：

通信（見計い希望など）：

Ｆ ａ ｘ：

※フリーダイヤルFaxをご使用になれない場合は、Fax 052-451-8246 をダイヤルしてください。また、電話による受付けも行っております。

フリー
ダイヤル

営業部

0 5 2 - 4 5 1 - 8 2 2 1 ㈹
0 3 - 3 2 5 5 - 3 4 6 1 ㈹電　話FAX  0120 - 020 - 472

本　　　社：〒453-0801　名古屋市中村区太閤 4 - 4 - 9　 TEL 052-451-8221㈹    FAX 052-451-8225
ＩＲＣ東京：〒101-0023　東京都千代田区神田松永町 7　TEL 03-3255-3461㈹    FAX 03-3255-3463

◆ 申 込 方 法

 ソニーグループの実態 2004年版

※１ヶ月間の無料見本誌送付を希望　［　　　　　］

○チェック自動車産業レポート

■当社の定価および予約価格（発刊までの代金前納に限る）は、消費税込、送料込み価格です。但し、海外への発送費はお客様負担となります。
◎封筒に貼付してあります顧客ラベルで、住所・担当者変更等がございましたら、このオーダーフォームに新旧をご記入の上、ご連絡ください。

                                                   ■発　刊：２００４年６月１日　　　　　　■体　裁：Ａ４判／４２４頁
定 価 ：６０，９００ 円

部

［ 目 　 次 ］
第Ⅰ部　ソニーグループの概要
　第Ⅰ章　概要
　　Ⅰ－1　沿革
　　Ⅰ－2　事業内容と分野別構成比
　　Ⅰ－3　事業系統図
　　Ⅰ－4　組織
　　Ⅰ－5　トランスフォーメーション６０
　第Ⅱ章　国内／海外生産体制
　　Ⅱ－１　国内生産体制
　　Ⅱ－２　海外生産体制
　　Ⅱ－３　生産品目別マトリックス
　　Ⅱ－４　ＯＥＭ／生産委託状況
　第Ⅲ章　設備投資計画と環境への対応
　　Ⅲ－１　設備投資動向・計画
　　Ⅲ－２　環境への対応
　第Ⅳ章　購買戦略
　　Ⅳ－１　購買組織と購買戦略
　　Ⅳ－２　主要部品・部材調達状況
　第Ⅴ章　国内／海外販売体制
　　Ⅴ－１　国内販売網と販売戦略
　　Ⅴ－２　海外販売・統括拠点
　　Ⅴ－３　販売提携状況
　　Ⅴ－４　商品別シェア
　第Ⅵ章　研究開発状況
　　Ⅵ－１　研究所と研究開発体制
　　Ⅵ－２　技術提携／共同開発状況
　　Ⅵ－３　研究開発状況
　第Ⅶ章　資本・人事交流
　　Ⅶ－１　子会社と資本系列化の実態
　　Ⅶ－２　役員の担当分野と経歴
　　Ⅶ－３　職制と人事
　　Ⅶ－４　グループの人脈

第Ⅱ部　事業分野別戦略
　第Ⅰ章　ホームエレクトロニクス
　　　　　　　　　　　　ネットワークカンパニー
　　Ⅰ－１　組織と体制
　　Ⅰ－２　生産拠点
　　Ⅰ－３　事業戦略
　第Ⅱ章　ＩＴ＆モバイルソリューションズ
　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークカンパニー
　　Ⅱ－１　組織と体制
　　Ⅱ－２　生産拠点
　　Ⅱ－３　事業戦略
　第Ⅲ章　プロフェッショナルソリューションズ
　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークカンパニー
　　Ⅲ－１　組織と体制
　　Ⅲ－２　生産拠点
　　Ⅲ－３　事業戦略
　第Ⅳ章　セミコンダクタソリューションズ
　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークカンパニー
　　Ⅳ－１　組織と体制
　　Ⅳ－２　生産拠点
　　Ⅳ－３　事業戦略
　第Ⅴ章　マイクロシステムズネットワークカンパニー
　第Ⅵ章　エンタテインメントロボットカンパニー
　第Ⅶ章　パーソナルソリューションビジネスグループ
　第Ⅷ章　エンタテインメントビジネスグループ
　第Ⅸ章　ゲームビジネスグループ
　第Ⅹ章　ソニー・エリクソン・
　　　　　　　　　　　　モバイルコミュニケーションズ

第Ⅲ部　ソニーグループを支える協力企業の実態
　第Ⅰ章　グループ企業各社の実態
　第Ⅱ章　協力企業各社の実態

第Ⅰ部では、ソニーの沿革、事業内容と分野別の売り上げ構成比、主要グループ企業の事業系統図、組織といったソニー
グループの概要、創業60周年にあたる2006年に向けて策定した経営方針『トランスフォーメーション60』の内容を明
らかにします。また、国内外での生産・販売体制、購買戦略、設備投資計画、研究開発状況、環境への対策をみていく
ほか、主要グループ企業の実態や役員の担当分野と経歴、職制と人事はもとより、グループ企業との資本・人事交流に
ついても報告します。
第Ⅱ部では、ソニーグループのコア事業である5つのネットワークカンパニー、3つのビジネスグループを中心に各ネッ
トワークカンパニーおよびビジネスグループの担当分野、国内外の生産体制、新製品の開発動向といった事業戦略を明
らかにします。
第Ⅲ部では、ソニーのグループ企業をはじめ、ソニーグループと取引関係にある協力企業の会社概要や部品・部材納入状
況などを調査・整理します。


